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【表紙解説】

東京の「今」を見て未来に思いをはせる
2012年に開業が予定されている東京スカイツリー。
その第1展望台は、地上350m。2層の吹き抜けとガラス張りに
よる開放感に溢れた空間からは東京の今が見下ろせるはずだ。
江戸の歴史を今に伝える墨田区に立つ東京スカイツリーから
見る、すさまじい速度で変革を遂げる東京の町並みはどのよう
なものになるのだろうか。

03 -09	 特集●交通と都市の未来形
	 —人が託す高さへの夢—

	 時代のハイテクの結晶
	 	 “摩天楼”
10-13	 連載●リニューアル探検隊が行く！

	 河合病院
14-15	 連載●安全・安心を科学する
	 身に付けたい安全な運動習慣
	 健康のための安心・安全

  16	 交通の快楽
	 選択できるようになった
	 都市の交通機関

vol .18  2009

vol.18 2009
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

地球環境に配慮した大豆油インキ
を使用しています

古紙20％＋植林木・ECFパルプ80％
の再生紙を使用しています

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」Vol.18
に対するご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに

「特選品」をお送りします。
今号の特選品は、東京伝統工芸品
である江戸切子のフリーグラスです。
クローバーとさくらの 2 個セット
でお届けします。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2009年7月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

東芝エレベータは、かご室のデザインを一
新した標準形マシンルームレスエレベーター

「ニュー・スペーセルEX」を発売しました。
このエレベーターは、カラーユニバーサル
デザイン認証を取得した液晶インジケータや 
衛生面で優れる抗菌ボタンを備え、一部機種
にLED照明を採用しました。従来機種と比べ
てより環境やユニバーサルデザインに配慮し
ています。
また、この商品は 2009 年 9 月 28 日に 
施行される改正建築基準法施行令に対応して
います。

 
を発売

お 知 ら せ
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古来、人間は天界への憧れとともに、空を目指す数多くの高層建築物
を作ってきた。ここに示すシルエットはその一部である。

人が「高さ」を求める理由はひとつではない。

宗教的シンボルとして、天に突き抜ける尖塔が建てられたゴシック
の教会から、都市における垂直方向の集積を実現するための超高層
オフィスビル、そして、広い範囲にテレビ放送を届けるため、高さ
が必要となった電波塔など、時代とともに「高さ」の持つ意味、「高さ」
を目指す建築のあり方は変化し、その時代の要請に従った、多様な
高層建築物が作られてきている。

「高さ」はどこから来て、どこに向かうのか。

今回の特集では、過去に建てられた高層建築、プロジェクト進行中
の東京スカイツリー、そして、高層居住のもたらす都市の将来像と
いう３つの視点から、高層建築を見ていく。

特集●交通と都市の未来形

―人が託す高さへの夢―

時代のハイテクの結晶
“摩天楼”
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「
高
さ
」
の
持
つ
力

　

古
来
、
人
間
は
天
空
に
対
し
て

あ
こ
が
れ
を
つ
の
ら
せ
て
き
た
。

天
空
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
は
高
所

に
対
す
る
あ
こ
が
れ
に
通
じ
る
。

天
に
届
く
塔
を
築
こ
う
と
試
み
、

神
を
怒
ら
せ
た
と
さ
れ
る
バ
ベ
ル

の
塔
の
伝
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

特
に
西
洋
に
お
い
て
、
塔
は
地
上

と
天
と
を
つ
な
ぐ
装
置
と
し
て
、

宗
教
的
な
意
味
を
強
く
持
つ
存
在

で
あ
っ
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
の
モ
ス
ク
は
、
礼

拝
時
刻
の
告
知
を
行
う
た
め
の
ミ

ナ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
塔
を
持
つ

も
の
が
多
く
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
教
会

は
、
天
空
に
突
き
抜
け
る
尖
塔
が

そ
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本

に
お
い
て
も
、
高
さ
約
55
ｍ
の
東

寺
五
重
塔
や
、
高
さ
48
ｍ
と
伝
え

ら
れ
る
旧
出
雲
大
社
本
殿
な
ど
、

「
高
さ
」
を
持
つ
宗
教
建
築
が
多

く
見
ら
れ
る
。
現
在
、
建
設
目
的

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
に
つ
い
て
も
、
王
墓
で
は
な

く
宗
教
施
設
で
あ
る
と
の
説
が
出

さ
れ
て
お
り
、
中
世
以
前
の
高
層

建
築
物
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
が

宗
教
施
設
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
、

宗
教
の
権
威
が
徐
々
に
弱
ま
っ
て

く
る
こ
と
で
、「
高
さ
」
は
宗
教

の
手
か
ら
離
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、

１
８
８
４
年
、
ケ
ル
ン
大
聖
堂
を

抜
き
、
世
界
一
の
高
さ
と
な
っ
た

ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
塔
、
そ
の
５
年

後
に
完
成
し
た
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
、

短
期
間
で
は
あ
る
が
、
宗
教
建
築

に
代
わ
っ
て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

し
て
の
塔
が
世
界
一
の
高
さ
を
誇

る
時
期
が
あ
っ
た
。

　
象
徴
と
し
て
の
「
高
さ
」
か
ら

実
用
と
し
て
の
「
高
さ
」
へ

　
「
高
さ
」
が
も
つ
力
は
、
宗
教

的
な
意
味
や
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

信
仰
の
あ
か
し
、
権
力
の
象
徴
、
衆
智
の
結
晶
。

高
所
か
ら
見
下
ろ
す
景
色
は
、
古
来
、人
を
魅
惑
し
て
き
た
。

人
々
は
天
を
衝
く
塔
に
対
し
て
何
を
思
い
、

ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

高
層
建
築
物
の
歴
史
と
そ
の
変
遷

す
べ
て
の
人
に
高
さ
の
魅
力
を
！

T
ra

n
s

itio
n
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14 凌雲閣（日本・東京）
東京における高層建築の先駆け。日本初
のエレベーターが設置された。1923年に
解体。

15 エッフェル塔（フランス・パリ）
1889 年パリ万博に向けて建設された、
パリを代表するシンボル。

16 自由の女神（アメリカ・ニューヨーク）
アメリカ合衆国独立百周年を記念して、
フランスから贈られたアメリカの象徴。

17 ワシントン記念塔
（アメリカ・ワシントンD.C.）
ワシントン D.C.で最も高い建築物。

18 ケルン大聖堂（ドイツ・ケルン）
世界最大のゴシック様式建築物。

19 東寺五重塔（日本・京都）
国内で最も高い五重塔。

20  ピサの斜塔（イタリア・ピサ）
ロマネスク様式の独立鐘楼。ガリレオ
の落体の実験のエピソードでも有名。

21 ジャムのミナレット
（アフガニスタン・ゴール州）
アフガニスタン高原地帯の渓谷に立つ
ミナレット。1957年に再発見された。

22 応県木塔（中国・朔州）
正式には仏宮寺釈迦塔と呼ばれる。現存
する世界で最も高い木塔。

23 マルウィヤミナレット
（イラク・サーマッラー）
バベルの塔をイメージさせる螺旋状の斜

路を持つ煉瓦造のミナレット。

24  法隆寺五重塔（日本・斑鳩町）
国内最古の五重塔。　

25 アレクサンドリア大灯台
（エジプト・アレクサンドリア）
かつてエジプトのアレクサンドリア湾岸、
ファロス島に存在していた灯台。

26 ギザの大ピラミッド（エジプト・ギザ）
紀元前26世紀頃に建造された世界最大
の石造建築。

解 説
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力
だ
け
で
は
な
い
。
20
世
紀
に
入

り
、
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
垂

直
方
向
へ
都
市
を
集
積
さ
せ
る
動

き
が
加
速
し
て
い
く
。
１
９
３
１

年
に
竣
工
し
た
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ

ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
、
多

く
の
超
高
層
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
て

い
る
。

　

現
在
完
成
し
て
い
る
建
築
物

と
し
て
は
世
界
一
と
な
っ
て
い
る

T
A
I
P
E
I
1
0
1
は
５
０
８

ｍ
の
高
さ
を
誇
り
、「
高
さ
」
の

主
役
は
完
全
に
「
象
徴
か
ら
実
用
」

へ
と
移
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、「
高
さ
」
は
、
都
市
を
集

積
す
る
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
高

い
情
報
伝
達
能
力
も
持
っ
て
い
る
。

　

14
世
紀
に
失
わ
れ
る
ま
で
、
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
に
匹
敵
す
る
最
も
高
い

建
造
物
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
ア
レ

キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
大
灯
台
は
、
50

km
以
上
離
れ
た
海
岸
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

こ
の
情
報
伝
達
能
力
は
、
テ
レ
ビ

放
送
の
開
始
と
と
も
に
電
波
塔
と

い
う
新
た
な
形
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。

　

現
在
、
多
く
の
電
波
塔
が
建
築

物
の
高
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
名
を
連

ね
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
の
よ
う
に
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
建
設
さ
れ
た
塔
や
、
超

高
層
ビ
ル
の
頂
部
に
放
送
用
ア
ン

テ
ナ
が
取
り
付
け
ら
れ
る
な
ど
、

近
年
で
は
放
送
設
備
と
「
高
さ
」

は
切
り
離
せ
な
い
関
係
と
な
っ
て

い
る
。

「
高
さ
」
を
支
え
る
技
術
の
変
遷

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
ア
レ
キ
サ
ン
ド

リ
ア
大
灯
台
な
ど
、
古
代
は
石
造

で
高
層
建
築
を
実
現
し
て
い
た
。

し
か
し
、
石
造
に
よ
る
高
層
化
に

は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
。
現
在
、

最
も
高
い
石
塔
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
塔
は
高
さ
１
６

９
ｍ
。
ま
た
、
建
築
物
と
し
て
は
、

ケ
ル
ン
大
聖
堂
が
1
5
7
ｍ
の
高

さ
を
誇
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
２

０
０
ｍ
を
超
え
る
石
造
建
築
物
は

作
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
木
造

建
築
物
で
は
、
応
県
木
塔
が
現
存

す
る
最
大
の
木
塔
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
高
さ
は
67
ｍ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
18
世
紀
か
ら
19
世
紀

に
か
け
て
鉄
の
大
量
生
産
の
開
始
、

建
築
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
原
料
と

な
る
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の

発
明
な
ど
に
よ
り
、
高
さ
を
と
り

ま
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
１

８
８
９
年
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
３

１
２
ｍ
、
１
９
３
１
年
の
エ
ン
パ

イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が

３
８
１
ｍ
（
い
ず
れ
も
完
成
時
）
と
、

次
々
と
３
０
０
ｍ
超
の
建
築
物
が

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
現
在
、
都
市
の
高
層
化
が

進
む
こ
と
に
よ
る
電
波
障
害
を
避

け
る
た
め
、
放
送
拠
点
と
な
る
電

波
塔
に
は
、
さ
ら
な
る
「
高
さ
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

1 東京スカイツリー（日本・東京）
2012年開業予定。世界一の高さを誇る
タワーとなる予定。

2  TAIPEI101（台北）
現在完成している最も高い超高層ビル。

3 ペトロナスツインタワー
（マレーシア・クアラルンプール）
20世紀の高層建築として最も高い。ツイ
ンタワーとしても最高の高さである。

4 オリエンタルパールタワー（中国・上海）

アジア1位、世界でも３位の高さを持つ
電波塔。

5 ハッサン２世モスク（モロッコ・カサブランカ）
世界一の高さのミナレットを持つモスク。

6 ＣＮタワー（カナダ・トロント）
自立式建造物として、世界一の高さを誇
った。

7 シアーズタワー（アメリカ・シカゴ）
完成時世界一の高さ。アンテナ部分を含
めると現在でも TAIPEI101より高い。

8 霞が関ビル（日本・東京）
日本で最初の超高層ビルとして知られる。

9 オスタンキノタワー（ロシア・モスクワ）
モスクワの電波塔。ＣＮタワー完成までは
世界一の高さだった。

10 ゲートウェイアーチ
（アメリカ・セントルイス）
ジェファーソン・ナショナル・エクスパン
ション・メモリアル内にある。アーチ内部
には斜行エレベーターが設置されている。

11 東京タワー（日本・東京）
自立鉄塔としては、現在でも世界一の
高さである。

12 エンパイアステートビルディング
（アメリカ・ニューヨーク）
1972年まで世界一の高さを誇った摩天楼。

13 出雲日御碕灯台（日本・出雲）
横浜マリンタワーが灯台機能を廃止した
ため、現在、日本一の灯塔の高さを持つ
灯台となっている。
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東
武
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
株
式
会
社

取
締
役
社
長 

宮
杉
欣
也
氏

2
0
1
2
年
、
墨
田
区
に
新
た
な
電
波
塔
が
誕
生
す
る
。

日
本
建
築
の
伝
統
的
な
曲
線
を
意
識
し
、
藍
白（
あ
い
じ
ろ
）を
ベ
ー
ス
に
し
た

”ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
“に
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、

地
域
と
共
生
し
、
江
戸
か
ら
続
く
歴
史
の
街
並
み
と
連
続
性
を
持
っ
た
、

東
京
東
部
地
域
の
新
た
な
観
光
拠
点
を
目
指
す
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

墨
田
区
に
誕
生
す
る

約
６
１
０
ｍ
の
新
た
な
送
信
拠
点

　

超
高
層
ビ
ル
が
増
加
す
る
都
心

部
で
、
ビ
ル
影
の
影
響
低
減
な
ど

を
目
的
と
し
、
２
０
０
３
年
12
月
、

在
京
放
送
事
業
者
６
社
が
高
さ

６
０
０
ｍ
ク
ラ
ス
の
新
し
い
電

波
塔
を
求
め
「
在
京
６
社
新
タ
ワ

ー
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足

さ
せ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
翌
２
０
０
４
年
、

墨
田
区
が
新
タ
ワ
ー
誘
致
を
表
明
、

２
０
０
６
年
に
東
武
鉄
道
業
平
橋

貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地
が
建
設
地
と
し

て
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
名
称
が

決
定
し
た
新
タ
ワ
ー
の
竣
工
予
定

は
２
０
１
１
年
12
月
。
世
界
一
の

高
さ
を
誇
る
電
波
塔
が
墨
田
区
に

誕
生
す
る
。

観
光
拠
点
と
し
て
の
役
割
と

地
元
の
活
性
化

　

地
上
３
５
０
ｍ
の
第
１
展
望
台

と
さ
ら
に
そ
の
１
０
０
ｍ
上
の
第

２
展
望
台
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
も
う
１
つ
の
機
能
が
展
望
施
設

を
中
心
と
し
た
観
光
拠
点
で
あ
る
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
事
業
主

体
で
あ
る
東
武
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
株
式
会
社
の
取
締
役
社
長
、

宮
杉
欣
也
氏
は
「
現
在
の
東
京
か

ら
関
東
、
日
本
、
さ
ら
に
は
地
球
、

宇
宙
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け

る
展
望
施
設
を
、
そ
し
て
、
新
し

い
東
京
は
ど
う
だ
ろ
う
と
、
人
生

の
節
目
節
目
に
再
び
訪
れ
て
も
ら

え
る
タ
ワ
ー
を
目
指
す
」
と
語
る
。

　

上
野
、
浅
草
か
ら
墨
田
に
か
け

て
の
地
域
は
、
江
戸
、
明
治
か
ら

の
古
い
歴
史
を
持
っ
た
街
で
あ
る
。

江
戸
か
ら
続
く
下
町
の
伝
統
、
文

化
を
残
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
が

訪
れ
る
観
光
拠
点
を
作
る
こ
と
は

地
元
墨
田
区
に
と
っ
て
も
大
き
な

CGパース提供：東武鉄道株式会社／東武タワースカイツリー株式会社

地
域
と
の
共
生
を
目
指
す

世
界
一
高
い
タ
ワ
ー

R

T
o

w
n
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t
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o

w
e

r
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東京スカイツリー概要
最上部：約610m
第 2展望台：450m（展望台・空中回廊）
第 1展望台：350m（レストラン、ショップなど）
所在地：東京都墨田区押上1丁目

意
義
を
持
つ
。

タ
ワ
ー
が
あ
る
街
の

に
ぎ
わ
い
を
作
る

　

宮
杉
社
長
は
「
古
き
よ
き
も
の

を
残
し
な
が
ら
新
し
さ
も
表
現
し

た
施
設
を
作
り
た
い
」
と
語
る
。

　

ま
た
、
単
に
タ
ワ
ー
を
作
る
の

で
は
な
く
、
タ
ワ
ー
が
あ
る
街
の

に
ぎ
わ
い
を
作
る
と
い
う
ス
タ
ン

ス
に
立
ち
、
古
い
歴
史
を
持
つ
街

で
あ
る
低
層
部
か
ら
、
現
代
の
東

京
を
見
下
ろ
す
展
望
台
と
の
間
で
、

時
間
と
空
間
の
両
面
に
お
い
て
連

続
性
が
感
じ
ら
れ
る
施
設
を
目
指

す
と
い
う
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、
周
辺

に
隅
田
川
、
北
十
間
川
の
水
辺
空

間
を
擁
し
、
上
野
、
浅
草
と
観
光

地
を
抱
え
る
台
東
区
に
隣
接
す
る
。

展
望
台
単
体
で
は
な
く
、
地
域
と

共
生
し
、
周
辺
地
域
と
の
回
遊
性

を
持
っ
た
観
光
施
設
と
し
て
、
行

政
や
地
元
と
協
力
し
た
街
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
に
は
、「
そ
り
」
と
「
む
く
り
」

と
い
う
、
日
本
の
伝
統
建
築
を
意

識
し
た
曲
線
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
日
本
の
伝
統
色
で
あ
る
藍

白
に
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
た
タ
ワ
ー
は
、

優
美
で
あ
り
な
が
ら
落
ち
着
き
の

あ
る
形
状
と
と
も
に
、
下
町
の
景

観
の
中
に
違
和
感
な
く
自
然
に
溶

け
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

c o l u m n

コラム●墨田区に聞く

墨田区のまちづくりデザイン

東京スカイツリーを核とした

まちづくりグランドデザイン

　東京スカイツリーの集客力を地域活性化に活かすため

には、東京スカイツリーを訪れた観光客に、できるだけ

区内を回遊してもらう必要がある。東京スカイツリーが

建設される墨田区では、タワーを核としたまちづくりを

進めるため、押上・業平橋地区を「下町文化創成拠点」

と位置付けるまちづくりグランドデザインを策定した。

同デザインは、古くから伝わる下町文化と東京スカイツ

リーの先進機能を融合させ、墨田区全体を国際観光都市

として生まれ変わらせることを目的としている。

　現在、墨田区には江戸東京博物館や国技館に加え、そ

の開業に合わせて北斎館の整備が予定されている両国エ

リア、料亭街をはじめ古くからの歴史を持つ向島、商業

施設などが集積する錦糸町などの観光拠点がある。これ

らのエリアや区内に点在するさまざまな観光資源を結び

付け、観光客の回遊を促すまちづくりが区によって進め

られる。

北十間川の河川空間を活かした

魅力的な水辺空間の整備

　東京スカイツリー南側には、隅田川につながる内河川

の北十間川が流れており、墨田区ではこの河川空間を活

かした親水環境の創造を図っている。

　水と緑の潤いのあるまちづくりを目指し、墨田区新タ

ワー調整課長の渡辺茂男氏は「川に対して背を向けるの

ではなく、川面に正面を向けた魅力的な景観形成として

快適な歩行空間の整備や、観光の視点から舟運の復活も

視野に入れた新たな水辺交通ネットワークの検討も行い

たい」と語る。

T o w n  w i t h  a  T o w e r
▲北十間川親水空間整備イメージ
※パースは目指す街の将来像をイメージしたもので、実際の整備内容とは異なる場合が
あります。

江戸川区江東区
中央区

葛飾区

足立区
板橋区

北区
練馬区

杉並区

世田谷区

渋谷区
港区

品川区

大田区

目黒区

千代田区

文京区
豊島区

中野区
新宿区

荒川区

台東区
墨田区

東京スカイツリー
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容
量
と
速
度
を
両
立
さ
せ
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
技
術
の
集
大
成

　

世
界
一
の
タ
ワ
ー
と
な
る
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。
墨
田
区
は
、
周

辺
施
設
へ
の
来
場
者
を
年
間
２
０

８
５
万
人
、
そ
し
て
、
タ
ワ
ー
に

は
年
間
５
５
２
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
る
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

　

多
数
の
観
光
客
を
安
全
、
快
適

に
、
な
お
か
つ
効
率
よ
く
輸
送
す

る
た
め
、
地
上
階
か
ら
展
望
台
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
は
、
極
め
て
高
い
ス
ペ

ッ
ク
が
求
め
ら
れ
る
。
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
に
納
入
予
定
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
、
40
人
乗
り
と
い
う
大

容
量
で
あ
り
な
が
ら
、
毎
分
６
０
０

ｍ
と
い
う
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
速

度
を
あ
わ
せ
持
つ
大
容
量
超
高
速

と
な
る
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
技
術

本
部
技
術
部
技
術
第
一
担
当
グ
ル

ー
プ
長
の
佐
野
浩
司
氏
は
「
当
社

は
、
大
容
量
で
は
六
本
木
に
あ
る

泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
の
75
人
乗
り

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
超
高
速
タ
イ
プ

は
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
１
０
１
や
上

海
環
球
金
融
中
心
な
ど
に
納
入
実

績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
５
年
や
10
年
と
い
っ
た

ス
パ
ン
で
は
な
く
、
20
年
以
上
も

の
長
い
期
間
で
の
使
用
が
前
提
と

な
る
機
器
で
、
当
然
、
高
い
信
頼

性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
や
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｉ
１
０
１
に
お
い
て
、
順

調
に
稼
働
し
て
い
る
と
い
う
実
績

を
踏
ま
え
、
技
術
の
集
大
成
と
し

て
、
大
容
量
超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
自
信
を
持
っ
て
届
け
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

安
全
で
快
適
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
運
転
時

の
ロ
ー
プ
の
挙
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
地
震
時
な
ど
の
揺
れ
に
対

す
る
安
全
確
保
、
高
速
で
移
動
す

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
風
切
り
音
の

低
減
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が

求
め
ら
れ
る
。
今
回
納
入
す
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
お
客
さ
ま
の
要

求
を
満
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
開
発
・
設
計
・
製
造
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
各
部
門
が
一
体
と

な
っ
て
お
互
い
の
意
見
を
盛
り
込

ん
だ
も
の
を
目
指
す
と
い
う
。

　

ま
た
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、

観
光
客
が
メ
イ
ン
で
利
用
す
る
大

容
量
超
高
速
タ
イ
プ
以
外
に
、
地

上
階
と
第
2
展
望
台
を
結
び
、
４

６
４
・
４
ｍ
と
い
う
国
内
最
長
の

昇
降
行
程
を
持
つ
27
人
乗
り
業
務

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
納
入
も
予
定

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
最
先
端
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
用
い
ら
れ
て
い

る
高
強
度
ロ
ー
プ
や
、
快
適
な
運

転
を
実
現
す
る
モ
ー
タ
ー
制
御
な

ど
の
技
術
は
、
一
般
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
標
準

形
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
対
し
て
も
水

平
展
開
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
求
め
ら
れ
た
も
の

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
よ
う
な

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

技
術
本
部
　
技
術
部

技
術
第
一
担
当
　
グ
ル
ー
プ
長
　

佐
野 

浩
司
氏

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

技
術
本
部
　
技
術
部
　
技
術
第
一
担
当
　

主
任

倉
光 

昌
裕
氏

年
間
5
5
2
万
人
と
も
見
積
も
ら
れ
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
観
光
客
。

安
全
・
快
適
な
展
望
台
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
技
術
本
部
の
佐
野
浩
司
、倉
光
昌
裕
両
氏
に
話
を
聞
い
た
。

大
容
量
と
長
距
離
、２
つ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

世
界
一
の
タ
ワ
ー
を
支
え
る

大
容
量
超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

C
a

p
a

c
i

t
y

 
a

n
d

 
S

p
e

e
d

75人乗り大容量高速エレベーター（泉ガーデンタワー）
１階 から７階 および24階スカイロビーを分速240mで結ぶ、高速シャトルエレベーター。高速・大容量のかごを非常時にも安全に停止
させるため、かごの上下に非常止め装置を設置するダブル・セフティ方式を採用している。



9 　2009　Vol.18

タ
ワ
ー
に
設
置
さ
れ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
は
、
設
計
・
設
置
に
お
い

て
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

　

そ
の
1
つ
が
狭
い
作
業
ス
ペ
ー

ス
で
あ
る
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
異

な
り
、
タ
ワ
ー
は
据
付
時
に
広
い

作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
据
付

時
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
部
材
を
上
げ
る
か
、
作
業

エ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
な
ど
、
ロ
ス
無
く
作
業
を
行
う

た
め
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
と
い

う
。

　

ま
た
、
据
付
時
だ
け
で
は
な
く
、

効
率
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う

た
め
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。
東

芝
エ
レ
ベ
ー
タ
技
術
本
部
技
術
部

技
術
第
一
担
当
主
任
の
倉
光
昌
裕

氏
は
「
機
械
室
は
、
モ
ノ
が
た
だ

入
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
、
将
来
的
な
改

修
時
の
作
業
性
ま
で
考
慮
し
て
、

効
率
の
良
い
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
る

よ
う
、
設
計
段
階
か
ら
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

こ
の
他
、
タ
ワ
ー
に
は
、
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
と
比
べ
て
風
の
影
響
を

受
け
や
す
い
と
い
う
特
質
が
あ
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
タ
ワ

ー
本
体
の
建
設
を
担
当
す
る
建
設

会
社
と
協
力
の
う
え
、
綿
密
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら

詳
細
な
設
計
を
詰
め
て
い
く
と

い
う
。

　

世
界
一
の
タ
ワ
ー
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
を
支
え
る
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
は
、
最
先
端
の
技
術
ノ
ウ
ハ

ウ
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。

c o l u m n

機械との融合がもたらす
垂直都市の今後

新たな都市の可能性を開く
「垂直型の田園都市」

　都市と村落のあり方に関して、2つの大き
なアイデアが近代になってから提示されま
した。1つは建築家のル・コルビュジエが提
案した都市を垂直方向に伸ばすことで地表
に空地をつくり、密集を緩和させる「輝く
都市」です。 もう 1つは、ハワードに由来
する、都市の磁力と田園居住の磁力が響き
合うなかで相互融合を図る田園都市です。
　かつて居住空間はもっぱら平面で展開す
ることを前提に考えられてきたのですが、
垂直方向に延長する方向性が出されてから、
都市の理想に新たな選択肢が加わりました。
　しかし、垂直型の都市において、自然と
の融合が考えられてきたかというと、必ず
しもそうではありません。今後、田園都市
的な展開を垂直な都市に組み込む、垂直と
水平の融合が、新しい地平を切り開くので
はないかと考えます。
　例えば、屋上緑化や空中庭園、地下農場
などは、まさに、水平に広がる都市機能を
縦方向にビルトインしたものといえます。
　フロリダのディズニーワールドでは、私
たちが地面だと思っているのが実は３階レ
ベルで、2階より下はバックヤードとして使
われているパークがあります。このように
人工地盤は単に自動車と歩行者の動線を分
離するだけでなく、地面のレベルを変える
ことにも利用できます。地面のレベルを変
えることができれば、農場やインフラなど、
人と自動車以外のものが地表を使うことが
できます。
　こうした、垂直型の田園都市が、新たな
都市の可能性を開くのではないかと考えます。

居住空間と移動手段の融合による、
新たな「高層居住」

　垂直に都市を築き、建物を高くすること
を考える際には、動線を確保するためのエ
レベーターや風ゆれを抑える免震構造など、
技術的な課題がつきまといます。そして、
それを乗り越えるたびに、建物に機械が増
えることになります。建物を高層化するた
めには、建物と機械をいかに融合させるか
ということを、われわれは真剣に考えなけ
ればなりません。
　初期のエレベーターには、当時としては
意欲的なデザインであったアールデコの装
飾がたくさん施されていました。エレベー
ターは、乗り物、すなわち機械であるにも
かかわらず、建物である高層建築の顔だっ
たのです。そして、現代のインテリジェント
ビルは、空調や入退室管理、高度な通信設備
など、建物と機械が一体化したことで、あら
たなモノに進化したともいえます。そして、
建物が高層化するにつれ、技術が新たに発
明され、前の世代とは全く異なる水準の機
械と融合していくことになります。
　例えば、静止軌道から吊るされた形で建設
される宇宙エレベーターは、地表面から積み
上げた超高層建築と高さを比較することは
できません。人間の活動が宇宙に広がること
により、別の次元での技術競争が行われる
ことになります。
　宇宙エレベーターで宇宙に上り、そこから
宇宙船に乗って、スペースコロニーに行く
といった未来では、都市と移動手段が合体
した機械である恒星間巨大宇宙船が、ある
意味、高層居住の究極ともいえるのではない
でしょうか。（談）

▲ 国際宇宙ステーション
　「きぼう」日本実験棟
世界15カ国が参加して地上約
400km上空に建設が進められ
ている有人施設。現在、その一部
である実験棟「きぼう」で、日本
人宇宙飛行士の若田光一氏が
実験と機能点検長期滞在ミッ
ションを行っている。

HASHIZUME Shinya
橋爪 紳也
建築史家

はしづめしんや ● 1960 年大阪生まれ。大阪府立大学教授・観光産業戦略研究所長。イベント学会副会長。
京都大学卒、 大阪大学大学院修了。工学博士。近代日本における都市開発思潮を研究。建築史・都市文化
論専攻。著書に「集客都市」「モダン都市の誕生」「ゆく都市くる都市」「大阪の教科書」など多数。

提供：宇宙航空研究開発機構
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地
震
へ
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

埼
玉
県
川
口
市
に
あ
る
医
療
法
人
厚
和
会
河
合
病
院
は
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
１
９
８
８
年
以
来
、
医
療
活
動
を
続
け
て

い
る
。
ベ
ッ
ド
数
は
１
２
０
床
、
２
次
救
急
病
院
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
。
５
階
建
て
の
院
内
は
１
階
が
診
察
や
検
査
室
な

ど
、
２
階
が
手
術
室
、
３
階
が
一
般
病
棟
、
４
～
５
階
が
療
養

病
棟
と
な
っ
て
お
り
、
車
い
す
で
移
動
す
る
患
者
も
多
い
。
そ

の
移
動
手
段
と
し
て
不
可
欠
な
の
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
。

　

院
内
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
１
台
あ
り
、
設
置
以
来
20
年
以

上
、
患
者
や
見
舞
客
だ
け
で
な
く
、
入
院
患
者
用
の
配
膳
車
を

運
ん
で
き
た
。
同
病
院
の
小
野
田
政
美
事
務
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
や
閉
じ
込
め
な
ど
も
起

河

合

病

院

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
﨑
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

▲エレベーター・5階のりば
エレベーターは大型の配膳車も運搬できる大容量のタイプ。
今回のリニューアルにより、かご室内に車いす用の操作盤が左右2カ所に追加された。

OWNER

MAKER

埼
玉
県
川
口
市
に
あ
る
河
合
病
院
は
ベ
ッ
ド
数
１
２
０
床
、
２
次
救
急
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
の
中
核
病
院
だ
。

河
合
逸
郎
理
事
長
は
病
院
の
機
能
を
守
り
、
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
意
し
た
。

だ
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
に
は
１
台
し
か
な
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
間
、
入
院
患
者

や
急
患
は
ど
う
す
る
の
か
。
病
院
職
員
た
ち
は
患
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
求
め
て
力
を
合
わ
せ
た
。

10
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き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
２
０
０
４
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
の

と
き
、
管
制
装
置
が
働
き
、
最
寄
り
階
に
止
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
理
事
長
が
地
震
に
対
し
て
よ
り
安
全
性

を
高
め
よ
う
と
考
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
断
し
た
の
で
す
」

　

そ
れ
ま
で
、
同
病
院
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
本
震
で
あ
る

Ｓ
波
を
感
知
し
て
管
制
運
転
を
す
る
機
能
は
つ
い
て
い
た
が
、

初
期
微
動
で
あ
る
Ｐ
波
を
感
知
し
、
最
寄
り
階
に
自
動
着
床

す
れ
ば
安
全
性
は
高
ま
る
。
河
合
逸
郎
理
事
長
は
こ
の
Ｐ
波

感
知
付
の
地
震
時
管
制
装
置
を
導
入
し
た
い
と
考
え
た
の
だ
。

　

ま
た
、
車
い
す
の
患
者
は
高
い
位
置
に
あ
る
操
作
ボ
タ
ン

を
押
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
低
い
位
置
に
ボ
タ
ン

を
設
置
す
る
必
要
性
も
あ
っ
た
。

　

工
事
日
程
は
08
年
11
月
と
決
め
た
。
11
月
が
統
計
的
に
年
間

で
最
も
救
急
入
院
が
少
な
い
時
期
だ
か
ら
だ
。

　

標
準
的
に
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
10
日
前
後
の
日
数
が
か

か
る
。
だ
が
、
中
核
病
院
と
し
て
10
日
間
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
急
患
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

車
い
す
の
入
院
患
者
が
他
の
階
へ
移
動
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、

容
態
の
急
変
な
ど
で
、
２
階
の
手
術
室
に
運
び
込
む
必
要
性

に
迫
ら
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
平
石
守
院
長
は「
工
期
が
大
き

な
問
題
で
し
た
。
な
る
べ
く
短
縮
し
て
く
れ
る
よ
う
に
東
芝
エ

レ
ベ
ー
タ
に
お
願
い
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

入
院
患
者
へ
の
配
膳
が
大
き
な
問
題

　

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題
が
、
1
0
0
人
以
上
い
る
入
院

患
者
へ
の
食
事
の
配
膳
だ
っ
た
。
同
病
院
で
は
お
い
し
く
食
べ

て
も
ら
う
た
め
に
院
内
の
厨
房
で
委
託
業
者
が
調
理
し
、
そ
の

ま
ま
保
温
保
冷
配
膳
車
で
病
室
ま
で
運
ぶ
。
し
か
し
、
こ
の

配
膳
車
は
2
5
0
kg
も
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し
で
は
移
動

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
調
理
し
た
食
事
を
弁
当
容
器
に
詰
め
、

ト
レ
イ
で
階
段
を
使
っ
て
運
ぶ
方
法
を
採
用
し
、
そ
の
た
め
の

予
行
練
習
も
し
た
。

　

ま
た
、
容
態
急
変
な
ど
で
患
者
を
担
架
で
運
ぶ
た
め
の
訓
練

▲エレベーター・かご室
病院にふさわしい清潔で落ち着いたデザイン。
車いす用操作盤はかご室内で車いすを移動しなくても
操作できるよう左右に取り付けられている。

平
石 

守
氏

医
療
法
人
厚
和
会

河
合
病
院

院
長

小
野
田
政
美
氏

医
療
法
人
厚
和
会

河
合
病
院

事
務
長

▲エレベーター・かご室内操作盤
リニューアルにより、3カ所の操作盤がバリアフリーになった。
また、階数表示も大きく見やすくなっている。
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医療法人厚和会河合病院
1988年に医療法人として開業。地域の中核病院として２次救急病院に指定
されている。ベッド数は120床。内科、胃腸科、外科、形成外科、肛門科、
放射線科、リウマチ科、リハビリテーション科を持つ総合病院。

■住所：埼玉県川口市領家 3-6-7
■TEL：048-222-0190

も
行
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
る
間
は
他
の
病
院
に
救

急
患
者
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
を
し
た
。
そ

こ
ま
で
神
経
を
使
わ
な
く
て
は
病
院
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
は
で
き
な
い
。

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
側
も
病
院
の
思
い
に
応
え
、
完
全
停
止
は

５
日
間
、
工
事
終
了
７
日
間
と
い
う
短
工
期
で
完
了
し
た
。

　
「
停
止
が
５
日
間
で
助
か
り
ま
し
た
。
Ｐ
波
感
知
装
置
や
停

電
時
の
自
動
着
床
機
能
も
導
入
で
き
た
の
で
、
安
全
性
が
高

ま
っ
た
上
に
明
る
く
な
っ
て
病
院
の
雰
囲
気
も
よ
く
な
り
ま
し

た
」
と
平
石
院
長
。

　
「
動
き
が
ス
ム
ー
ズ
だ
し
、
静
か
。
操
作
ボ
タ
ン
や
着
床
階

な
ど
を
案
内
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
車
い
す
の
患
者
に
好
評
で

す
」
と
小
野
田
事
務
長
は
語
る
。
車
い
す
で
は
前
向
き
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
の
で
、
表
示
階
が
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
オ

ー
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
導
入
し
た
の
だ
。

　

院
内
の
移
動
や
運
搬
と
い
う
役
割
を
果
た
す
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
だ
っ
た
。

最近では建物内の交通機関としてさまざまな場所

に取り付けられているエレベーターですが、や

はり建物の用途によってふさわしいエレベーターと

いうものがあります。

　病院のエレベーターに求められるのは、まず、清潔

感と安心感です。

　白とベージュ、そして銀色を基調にした色彩は、

病院と聞いてまず皆さんが思い浮かべる定番の色だ

からこその安心感を利用者にもたらしてくれます。

　そして仕様としても、かご室内手すりやステンレス

の腰板、背面の鏡、車いす対応の操作盤など、病院

のエレベーターとして必要な機能をきちんと搭載し

ています。特に、大型のエレベーターでは、車いす

対応の操作盤が両側についていることで、片手が不

自由な方でも車椅子を回転させることなく操作でき

ます。

　加えて、今回のリニューアルで P波感知器付きの

地震時管制運転装置と停電時自動着床装置を導入さ

れたとのこと。目に見えない部分でも「安心感」を

追求している姿勢に好感が持てます。

　また、エレベーターというのは、可動部のある機械

だけに、技術の進歩や部品の劣化が他の建物内部品

より早いです。他の建物で快適なエレベーターを体

験してしまうと、それに慣れてしまい、少しでも遅

かったり揺れたりすると「おや？」と感じてしまう。

人間というのは、快適さに慣れるのはとても早く、な

かなか要求水準は下げられないものなのです。そういっ

た意味でも、他の建物と比べられることが多い商業

施設や病院では、早めのリニューアルも、建物の印象

を良くします。

　河合病院のエレベーターはまさしく「病院のエレ

ベーター」として求められているものをきちんと把握

し、そのニーズに対応したものといえるでしょう。（談）

P O I N T

建物にふさわしい機能を厳選した
安心できるリニューアル

篠﨑隊長の
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目
戸 

貴
之
氏

北
関
東
支
社
　

営
業
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
担
当

簡
　
盛
志
氏

北
関
東
支
社
　

建
設
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

技
術
グ
ル
ー
プ

病
院
と
い
う
人
の
命
を
預

か
る
重
要
な
施
設
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
は
入
念
な
準
備
と
、
迅

速
な
工
事
が
必
要
だ
。
難

題
に
挑
戦
し
て
見
事
に
ク

リ
ア
し
た
営
業
担
当
の
目

戸
氏
と
、
工
事
担
当
の
簡

氏
に
聞
い
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
病
院
ス
タ
ッ
フ
は
戸
惑
い

　
「
最
初
に
河
合
理
事
長
と
お
会
い
し
、
地
震
の
Ｐ

波
感
知
機
能
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
と
、『
ぜ
ひ

導
入
し
た
い
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

車
い
す
の
患
者
さ
ん
が
操
作
ボ
タ
ン
に
手
が
届
か

な
い
の
で
、
誰
か
が
来
る
ま
で
待
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
だ
と
い
う
お
話
も
あ
り
、
即

座
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
定
さ
れ
た
の
で
す
」

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
北
関
東
支
社
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
営
業
担
当
で
あ
る
目
戸
貴
之
氏
は
こ
う
語
る
。

実
は
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
、
納
入
し
た
お
客
さ

ま
に
対
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
た
。
そ
れ
に
す
ぐ
返
答
し

て
く
れ
た
の
が
河
合
病
院
だ
っ
た
。
そ
の
回
答
に

は
地
震
対
策
へ
の
不
安
が
書
か
れ
て
お
り
、
河
合

理
事
長
は
当
初
か
ら
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
。

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
す
ぐ
に
決
ま
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
、
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
配
膳
の
問
題
が
持

ち
上
が
り
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
相
当
、

戸
惑
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」

と
目
戸
氏
は
述
懐
す
る
。

　

そ
こ
で
、
目
戸
氏
は
上
司
の
岡
課
長
に
も
相
談

し
、
食
事
を
宅
配
し
て
く
れ
る
業
者
を
探
し
た
り
、

給
食
会
社
に
話
を
聞
い
た
り
し
た
が
、
ま
ず
は
院

内
の
委
託
業
者
に
対
応
策
が
あ
る
か
ど
う
か
相
談

す
る
こ
と
を
病
院
側
に
提
案
し
た
。

　

す
る
と
、
業
者
は
弁
当
容
器
に
詰
め
て
運
べ
ば

い
い
と
答
え
、
当
面
の
障
害
は
消
え
た
。
し
か
し
、

患
者
さ
ん
や
急
患
の
こ
と
を
考
え
る
と
病
院
側
と

し
て
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
期
間
を
な
る
べ
く

短
く
し
た
い
。
目
戸
氏
は
工
事
担
当
の
簡
盛
志
氏

と
相
談
し
な
が
ら
、
日
程
や
工
期
短
縮
の
工
夫
を

考
え
た
。

　
「
当
初
は
７
日
か
ら
10
日
は
停
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
細
か
い
工
程
を

工
夫
し
て
詰
め
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
動
か
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

簡
氏
も「
基
本
的
に
は
最
低
10
日
は
か
か
り
ま
す
。

完
了
ま
で
７
日
と
い
う
の
は
実
に
タ
イ
ト
な
日
程

で
す
が
、
お
客
さ
ま
も
協
力
的
で
工
事
は
問
題
も

な
く
で
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

病
院
側
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
配
膳
や
患
者
を

担
架
で
運
ぶ
訓
練
を
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
の

努
力
を
し
て
い
た
。

　
「
実
は
配
膳
の
予
行
練
習
や
担
架
の
訓
練
ま
で
し

て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
河
合
病
院

の
周
辺
は
人
口
が
多
い
の
に
他
に
病
院
は
な
い
の

で
、
急
患
の
受
け
入
れ
を
一
時
的
に
他
の
病
院
に

代
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
、
お
客
さ
ま
が

ど
れ
ほ
ど
神
経
を
使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
痛

感
し
ま
し
た
」
と
目
戸
氏
は
改
め
て
、
病
院
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。

高
齢
者
の
多
い
病
院
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
不
可
欠

　

工
事
中
も
入
院
患
者
は
い
る
の
で
、
工
事
は
朝

か
ら
始
め
て
夜
６
時
に
は
終
了
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
病
院
で
す
か
ら
音
や
ほ
こ
り
を
出
さ
な
い
よ
う

に
気
を
遣
い
ま
し
た
が
、
ハ
ン
マ
ー
ド
リ
ル
で
床

を
は
が
す
と
き
に
大
き
な
音
を
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
お
叱
り
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
工
事

が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
面
で
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
簡
氏
。

　

た
だ
し
、
機
材
や
材
料
を
院
内
に
置
く
わ
け
に

い
か
な
い
の
で
、
少
し
離
れ
た
駐
車
場
に
保
管
し

た
。
一
般
の
道
路
を
通
る
こ
と
に
な
る
の
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
と
い
う
。

　
「
工
事
を
担
当
し
て
く
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

に
は
機
材
搬
入
で
面
倒
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
く
れ
て
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
簡
氏
は
語
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
理
事
長
も
院
内
の
職
員

に
も
好
評
で
あ
っ
た
。

　
「
特
に
車
い
す
の
患
者
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
と

い
う
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
実
は
オ
ー
ト

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
導
入
は
こ
ち
ら
か
ら
提
案
し
た
の

で
す
。
入
院
患
者
さ
ん
に
配
慮
し
、
夜
は
６
時
に

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
切
れ
る
よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
」

　

か
ご
室
内
の
奥
に
は
車
い
す
の
患
者
が
後
ろ
を

見
ら
れ
る
よ
う
に
ミ
ラ
ー
を
貼
り
、
側
面
に
は
手

す
り
を
配
置
し
た
。
天
井
と
床
を
新
し
く
し
、
壁

面
パ
ネ
ル
も
交
換
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
明
る
く
な
り
、
平
石
院
長
か
ら
は「
雰

囲
気
が
よ
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　
「
機
能
性
や
安
全
性
の
向
上
の
た
め
に
も
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
引
き
続

き
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

目
戸
氏
は
気
を
引
き
締
め
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

OWNER

MAKER
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連載●安全・安心を科学する
健康のための安心・安全

身に付けたい安全な運動習慣
最近は、メタボ（メタボリック症候群）という言葉もすっかり定着したが
長い人生、楽しく過ごすためには何よりもまず健康であることが第一。

生活習慣病予防のためにも安全に運動習慣を身につけたいが、
さて、どうすればいいだろう？

運
動
は
大
切
で
あ
る
が
。

言
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し

　

高
齢
化
社
会
、
少
子
化
の
時
代

を
迎
え
て
、
健
康
へ
の
関
心
は
以

前
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
。

元
気
で
長
生
き
は
誰
し
も
が
望
む

と
こ
ろ
で
、
そ
の
た
め
に
は
運
動

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。

体
力
が
あ
る
人
ほ
ど
病
気
に
な
り

に
く
い
。
最
大
酸
素
摂
取
量（
１
分

間
で
酸
素
を
取
り
込
め
る
最
大
量
）

が
多
い
人
ほ
ど
糖
尿
病
の
罹
患

率
が
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

し
か
し
、
言
う
は
易や

す

し
、
行
う
は

難か
た

し
だ
。「
平
成
19
年
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
運
動
習

慣
の
あ
る
人
は
日
本
人
の
約
３
割

程
度
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
安
全
、
か

つ
上
手
に
運
動
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
健
康
・
体

力
づ
く
り
事
業
財
団
の
石
井
荘
一

調
査
役
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
運
動
を
始
め
る
と
い
っ
て
も
、

い
き
な
り
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
や
っ
た
こ
と
の
な
い
激

し
い
運
動
を
急
に
す
る
の
は
も
っ

と
も
危
険
で
す
。
自
分
が
思
っ
て

い
る
以
上
に
“
自
分
の
身
体
は
動

か
な
く
な
っ
て
い
る
”
と
い
う
こ

と
を
自
覚
し
、
ま
ず
そ
の
た
め
の

準
備
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
す

す
め
す
る
の
は
、
運
動
の
指
導
者

に
つ
い
て
も
ら
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
こ
と
で
す
。
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
に
は
、
一
般
の

方
の
健
康
指
導
を
行
い
、
コ
ー
チ

を
務
め
る
こ
と
の
で
き
る
健
康
運

動
実
践
指
導
者
や
メ
タ
ボ
な
ど
の

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
人
を
対
象

と
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
健

康
運
動
指
導
士
が
い
ま
す
。
有
資

格
者
の
指
導
の
も
と
、
段
階
的
に

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
の

が
、
安
全
で
効
果
的
で
す
」

　

し
か
し
、
そ
こ
ま
で
は
な
か
な

か
難
し
い
と
い
う
環
境
の
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
「
1
人
で
行
う
際
は
、
日
常
生
活

の
動
き
ひ
と
つ
で
も
運
動
だ
と
意

識
し
て
行
う
こ
と
で
、
だ
い
ぶ
違

っ
て
き
ま
す
」
と
石
井
氏
は
い
う
。

　
「
例
え
ば
モ
ノ
を
持
つ
と
き
に
、

い
き
な
り
重
い
も
の
を
持
っ
て
し

ま
い
、
腰
を
痛
め
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
意
識
し
な

い
状
態
で
持
っ
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
。
こ
れ
は
ど
の
く
ら
い
の
重

さ
が
あ
っ
て
、
ど
う
い
う
動
作
を

し
て
か
ら
持
て
ば
い
い
か
を
意
識

し
て
行
え
ば
、
障
害
も
起
こ
ら
な

い
し
、
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
運
動
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
」

　

日
常
生
活
の
動
き
も
運
動
と
し

て
考
え
て
み
る
。
最
初
は
無
理
を

せ
ず
、
ま
ず
は
楽
な
こ
と
か
ら
始

め
る
。
そ
し
て
、
少
し
ず
つ
ハ
ー

ド
ル
を
上
げ
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

運
動
の
た
め
の
指
針

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ガ
イ
ド

　

運
動
を
や
る
こ
と
が
い
い
と
い

っ
て
も
、
漫
然
と
や
っ
て
い
た
の

で
は
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
っ

か
り
し
た
目
標
を
持
つ
こ
と
が
長

続
き
の
秘
訣
だ
。
自
分
が
い
ま
行

っ
た
運
動
は
ど
の
程
度
の
効
果
が

あ
る
の
か
を
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
の
指
針
と
な
る

の
が
、
厚
生
労
働
省
が
推
奨
し
て

い
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ガ
イ
ド
だ
。

詳
し
く
は
健
康
・
体
力
づ
く
り
事

業
財
団
も
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
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①背筋を伸ばして椅子に腰かける。
②その状態で腕を組む。
③膝が完全に伸びるまで立ち上がる。
④すばやく立ち上がる前の姿勢に戻す。
⑤これを10回繰り返す。

これにかかった秒数を下の表に照らしてください。

　2009　Vol.18

あなたの性別と年齢の欄をみて、測定した秒数が「速い」もしくは「普通」である場合は、
生活習慣病予防のための筋力はほぼ問題ありません。「遅い」の場合は、筋力をアップする
必要があります。

椅
子
に
座
っ
た
り
立
っ
た
り
す
る
だ
け
で

あ
な
た
の
下
肢
の
筋
力
が
測
れ
ま
す
。

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊注意事項
・椅子は安定したものを使う。
・素足か、かかとの低い靴を履いて行う。
・息は止めない。
・膝や腰に痛みがあるときは中止する。

出典：「エクササイズガイド2006」

簡 単 に で き る

下肢筋力
テスト

筋力の評価

start

check

answer

速い
～ 6
～ 7
～ 7
～ 8

年齢（歳）
20～39
40～49
50～59
60～69

普通
7～9
8～10
8～12
9～13

遅い
10～
11～
13～
14～

男性
速い
～ 7
～ 7
～ 7
～ 8

普通
8～9
8～10
8～12
9～16

遅い
10～
11～
13～
17～

女性

W
e
b
サ
イ
ト
に
も
載
っ
て
い
る

の
で
、
実
際
に
行
う
と
き
は
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
と
よ
い
が
、
こ

こ
で
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
と
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
は
身
体
活
動
の

量
を
表
す
単
位
を
指
し
て
い
る
。

身
体
活
動
の
強
度
（
メ
ッ
ツ
と
い
う

単
位
で
表
す
）
に
身
体
活
動
の
実
施

時
間
（
時
）
を
か
け
た
も
の
が
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
例
え
ば
、

人
間
が
普
通
に
歩
く
基
本
歩
行
は

３
メ
ッ
ツ
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
、

20
分
（
３
分
の
１
時
間
）
歩
く
と
、

１
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
な
る
。
週
23

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
行
う
の
が
望
ま
し

い
。
メ
タ
ボ
の
よ
う
な
因
子
を
抱

え
て
い
る
人
は
、
さ
ら
に
10
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
が
必
要
と
な
る
。

　

運
動
の
内
容
も
、
以
前
は
有
酸

素
運
動
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
最

近
は
そ
れ
に
加
え
て
筋
肉
を
鍛
え

る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
・
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

年
を
と
っ
て
筋
力
が
低
下
す
る
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
ら
も
継
続
が
困

難
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　
「
最
近
、
女
性
の
間
で
骨
粗
し
ょ

う
症
が
増
え
て
い
ま
す
。
食
べ
物

や
生
活
習
慣
の
改
善
も
大
切
で
す

が
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
・
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
行
う
こ
と
で
筋
力
と
骨
を

鍛
え
て
い
く
こ
と
は
そ
の
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
」

　

明
日
の
あ
な
た
が
元
気
で
い
る

た
め
に
、
さ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
運
動

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

図　1エクササイズ分に相当する活発な身体活動

運動

強度

水泳：7～8分ランニング：7～8分

エアロビクス：10分軽いジョギング：10分

ゴルフ：15分速歩：15分

バレーボール：20分軽い筋力トレーニング：20分

重い荷物を運ぶ：7～8分

階段昇降：10分

子どもと遊ぶ：15分自転車：15分

歩行：20分

生活活動

メッツ

エクササイズ（Ex）＝メッツ×時間（メッツ・時）

3

メッツ
4

メッツ
6

メッツ
8

財団法人健康・体力づくり事業財団「エクササイズガイド2006」より作成
http://www.health-net.or.jp



選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

都
市
の
交
通
機
関

　

最
近
、
東
京
の
な
か
を
移
動
し
て
い
る
と
、
交
通
を
利
用
す

る
側
に
い
ろ
い
ろ
な
選
択
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

感
じ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

　

私
た
ち
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
下
鉄
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
で
き
た
の
を
う
ら
や
ん
だ
の
は
、
1
9
7
5
年
の
こ
と
だ
。

そ
の
後
、
日
本
の
地
下
鉄
駅
に
も
次
第
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
駅
の

ほ
う
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
交
通
機
関

が
シ
ー
ム
レ
ス
な
乗
り
換
え
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
話

は
、
す
で
に
本
誌
V
o
l.
9
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
日

本
で
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
上
手
に
使
う

こ
と
で
シ
ー
ム
レ
ス
化
す
る
の
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
き
た
。

羽
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
へ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
浜
松
町
駅
や
、

新
設
駅
で
は
2
0
0
8
年
６
月
に
開
通
し
た
副
都
心
線
の
東
新

宿
駅
な
ど
は
そ
の
良
い
例
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
駅
で
の
乗
り
換

え
に
昇
り
降
り
で
苦
労
し
た
経
験
の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
そ

の
違
い
が
実
感
で
き
る
は
ず
だ
。

　

だ
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
む
現
在
で
も
、
あ
え
て
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
階
段
を
歩
く
人
も
い

る
。
そ
の
多
く
は
健
康
志
向
の
人
た
ち
だ
。
最
近
は
、
メ
タ
ボ

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
が
流
行
語
と
な
る
ほ
ど
健
康

は
関
心
の
的
に
な
っ
て
い
る
。
ひ
と
昔
ま
え
で
あ
れ
ば
、
メ
タ

ボ
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
以
前
に
、
駅
の
階
段
の
昇
り
降
り
は
強
制

で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
は
自
由
に
そ
れ
を
使
っ
て

移
動
で
き
、
一
方
使
わ
ず
に
あ
く
ま
で
階
段
を
と
い
う
人
た
ち

は
歩
く
ほ
う
を
と
、
使
う
人
た
ち
が
そ
の
選
択
を
自
由
に
で
き

る
時
代
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
改
善
す
べ
き
点
は
ま
だ
残
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
都
市
の
交
通
は
い
ま
急
速
に
よ
く
な
り

つ
つ
あ
る
。（
談
）

エレベーターやエスカレーターによって、
都市では自分の立場で交通機関を選べるようになった。

法政大学大学院 教授  黒川 和美

写真：JR浜松町駅


